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４月１８日（水）１０：００～１１：００　第８回　検数労連１８春闘交渉　


日検協会：世代間調整平均２，０００円提示　全日検：時間外基礎分母１５８時間→１５６時間へ


両協会に対し、全世代の従業員が港湾相場に到達するよう再考を求めた。




















【全日検再修正回答】


１．２０１８年３月３１日在籍者の２０１８年４月１日以降の賃金を次により引き上げる。


職員（４月１日現在満年齢）


（１）定期昇給　　１，２００円


（２）一律


　①　５６才未満者　本給一律１，９００円


　②　５６才以上者　本給一律１，５００円


（３）職務経験加算


　①１０年未満５００円、１５年未満１，５００円、１５年以上


　　２，５００円。但し、休職期間は、勤続年数（１ヶ月未満は切捨）から控除とする。（全国平均：職員４，２２７円）


（４）その他身分については、支部で決定する。


（５）『定期昇給の減額又は停止』及び『休職・復職等の取扱』は従来通りとする。





２．見習職員（１８才高卒）の初任本給を１６３，０００円から１６６，０００円に改定する。





３．２０１８年度　時間外基礎分母１５８時間を１５６時間とする。





４．実施日：２０１８年４月１日より実施する。


以上



































【日検協会修正回答】


賃金引上げについて


平成３０年度（平成３０年４月１日～平成３１年３月


３１日）賃金引上げに関し、次のとおり回答する。


　１．本　給


　　　次の年齢区分に該当する職員に対し、定期昇給を行う。


　　　なお、年齢は平成3０年４月１日現在の満年齢とする。


（１）定期昇給　　　　　　　　（平均２，４７１円）


①　１９才から５５才まで　　一律２，５００円とする。


②　５６才から５９才まで　　一律２，０００円とする。


（２）世代間調整　　　　　　　（平均２，０００円）


　　　１９才から５９才までとする。


　


２．対象者


　　　平成３０年３月３１日以前に採用し、協定時に在籍している者とする。





　３．時間外算定基礎分母


　　　現行１５６時間を１５５時間とする。





　４．実施期日


　　　平成３０年４月１日より実施する。





以上
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４月１８日（水）第８回検数労連１８春闘交渉で、組合は両協会に対し、前回交渉同様、全世代に対して港湾相場に到達するよう修正回答を求めました。





【日検協会】


　前回の交渉で平成３０年度の世代間調整部分の回答を口頭で行ったが、労組より『書面での回答をせよ』と強く求められたことを受け、世代間調整の平均金額を提示した回答書を用意した。





【全日検】


　これまでの交渉の中で、厳しい状況を説明してきたなかで、港湾相場に近づける回答を提示してきた。しかしながら、組合からの修正回答に対する度重なる主張を受け、企業体力を超えた中ではあるが、１８春闘を収拾させるべく政治判断として、修正回答を用意した。


　























































































































　賃金の修正はしていないが、時間外基礎分母を前回の回答から更に１ポイント前進させ、１５６ポイントした。今回答は１８春闘を収拾させるための企業体力を超えた政治的判断の上での回答であり、労組には現回答をもって収拾に向けた判断を願いたい。





【組合主張】


　組合は両協会からの修正回答を受け、休憩をはさみながら回答を分析し、両協会に対して次の通り主張を行いました。





【日検協会に対して】


　１７春闘比較ではプラス回答になっているものの、港湾相場との関係では届いておらず、１８春闘解決に向けた努力をすべく、修正回答を求める。





【全日検に対して】


　時間外基礎分母を再修正し、２ポイント前進させたことは評価する。しかしながら、職場では本給での賃上げを期待していることから、次回交渉では本給部分の賃上げに向けた修正回答を求める。





【両協会に対して】


　現時点での回答は、要求との関係では不満である。


　あらためて、次回交渉までに全世代が港湾相場である５，５００円以上に到達するよう修正回答を求める。










































































































































































次回交渉：４月２６日（木）１４：００～


検数労連１８春闘の山場が予想される次回交渉に、各地域組合員及び地域闘争委員会は注目すること！














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


